
- 1 -

令 和 ５ 年 度

上 田 市 各 財 産 区 特 別 会 計

決 算 審 査 意 見 書

上 田 市 監 査 委 員

別 所 温 泉 財 産 区
浦 里 財 産 区
下 室 賀 財 産 区
上 室 賀 財 産 区
東 内 財 産 区
平 井 財 産 区
西 内 財 産 区
長 財 産 区
武 石 財 産 区



上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩

- 2 -

令和6年11月21日

同

地方自治法第233条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

各財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見

を提出します。
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上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

別所温泉財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見

を提出します。

上田市別所温泉財産区特別会計決算審査意見について

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － １ 号

上 田 市 長 土　屋　陽　一　様

別所温泉財産区議会議長

上田市別所温泉財産区管理者

倉　澤　澄　人　様
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令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

されており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

５  意見

（1）基金の活用について

財政調整基金が1億5,245万余円あります（P8参照）。外湯の建替のための基金、直近

の大師湯の建替に約1億4,000万円必要なため、当面は積立を継続すると伺っておりま

す。改築してから大師湯は40年、大湯は34年、石湯は26年経過していることから、源泉

の保全も含めた中長期の計画を検討され、伝統ある、別所温泉の振興に寄与されること

を期待します。

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

令 和 ５ 年 度 上田市別所温泉財産区特別会計歳入歳出決算書

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

上田市別所温泉財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書

上田市別所温泉財産区特別会計実質収支に関する調書

上田市別所温泉財産区財産に関する調書

当年度は、歳入歳出差引額が前年度に比べ49万余円（8.2％）増加し、657万余円と

なりました。令和4年6月1日に使用料を改定したことから繰越金が増加したこと、また

新型コロナウイルスが落ち着いてきたことから使用料及び手数料が増加したことなど

により歳入が前年度に比べ230万余円（4.2％）増加しました。歳出も物価高騰・燃料

高騰などにより180万余円（3.7％）増加したものの、歳入の増加が上回ったためで

す。

しかし新たな源泉の掘削、入浴施設の老朽化に伴う、建替工事等の歳出の増加も見

込まれることから、引き続き健全な財政運営に努めてください。

  令和５年度上田市別所温泉財産区特別会計決算審査意見

 審査の対象

４  審査の結果

１

３  審査の方法

２  審査の期間

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市別所温

泉財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。
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0

3,378,116

4,007,262

54,997,978

2.2

-

6.2

7.3

100.0

6,579,073

54,000,000

(A)-(B) 歳 入 歳 出
区分

54,997,978 48,914,908 6,083,070 101.8 90.6

55,000,000 92.2

99.5

　　　年   度

款　　別

収入済額（B） 構成比

令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比

1,449,474 1,232,100 217,374

103.7

     -0

50,724,485

-

100.0

0

48,914,908

-

(108.2)

総 務 費

議 会 費

103.948,911,536 96.4 47,093,299 96.3

（％） (101.9) (104.2)

0

6,083,070

461,502

57,303,558

2.5

-

10.7

0.8

100.0

0

2,704,954

△ 3,545,760

2,305,580

49,309,512 86.0

117.6

　歳入決算額は、5,730万余円となり、前年度に比べて230万余円(4.2％)増加しました。歳出

決算額は、5,072万余円となり、前年度に比べて180万余円(3.7％)増加しました。

46,380,500 84.3 2,929,012

令和５年度

収入済額（A）

2.4 1.6

 (1)　歳入・歳出決算額の概要
（単位：円・％）

予 算 現 額
差 引 残 額

６  決算の概要

予算現額との比較決算額
歳入（A）　 歳出（B）

 ５年度

 ４年度

比較 1,000,000 2,305,580 1,809,577 496,003

57,303,558 104.250,724,485

(103.7)

繰 入 金

104.2

 (2)　歳入款別決算状況

180.1

使用料及び手数料

（単位：円・％）

構成比

歳出款別決算状況をみると、総務費は4,891万余円となり前年度に比べて181万余円
（3.9％）増加しました。これは、昨年度に引き続き燃料高騰による電気料金等の値上げで光
熱水費が増加したことが主な要因です。

 (3)　歳出款別決算状況
（単位：円・％）

-

　　　 年   度

款　　別

11.5

歳入款別決算状況をみると、使用料及び手数料は4,930万余円となり、前年度に比べ292万余
円(6.3％)増加しました。令和4年6月1日に使用料を改定したことや新型コロナウイルスが落ち
着いてきたことなどが主な要因です。また、使用料を改定したことなどにより繰越金が前年度
に比べ270万余円（80.1％）増加しました。

財 産 収 入

計

諸 収 入

繰 越 金

1,812,949 3.6 1,821,609 3.7 △ 8,660

106.3

前年度比

財 政 調 整 基 金 152,454,550 2,804

４年度（R5.5.31） 増減高

100.0

1,818,237

0

1,809,577

令和５年度

支出済額（A） 構成比

令和４年度

支出済額（B） 構成比

差引額
（A）－（B）

152,457,354

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について
（単位：円）

５年度（R6.5.31）

計

予 備 費
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（単位：円）

区　　分

歳入歳出差引額　①

繰越明許費繰越額

事故繰越し繰越額

計

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

実質収支額　①-②

　　　　　イ　物権

（単位：㎡）

計

事 務 所

332.70

353.71

323.71

0

そ の 他 用 地

機 械 室 0

319.30

24.00

0

浴 場 他

８　財産

（単位：㎡）

区　　分

ア　土地及び建物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

７ 実質収支

（単位：円・％）

継続費逓次繰越額

令和５年度 令和４年度 差引増減額区分

歳 入 総 額 54,997,978

48,914,908

6,083,070

0

前年度比

104.2

103.7

108.2

-

2,305,580

1,809,577

496,003

0

57,303,558

50,724,485

6,579,073

0

0

0

0

6,579,073

歳 出 総 額

-

-

-

108.2

0 0 0 -

（1）公有財産

0

0

0

6,083,070

0

0

0

496,003

実質収支額のうち地方自治法第233
条の2の規定による基金繰入額

1,005.71

0

0

0

58.28

58.28

332.70

353.71

0

377.58

1,063.99

0

0

0

0

323.71

0

24.00

0

347.71

※増加については令和３年１月６日地積更正分

（2）基金

土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

物権の状況は、次表のとおりです。

基金の状況は、次表のとおりです。

現金（財政調整基金）

前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

152,451,750 3,000 152,454,750

土　　地 建　　物

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

温　泉　権 19.81 0 19.81

347.71

0

－8－



上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

浦里財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見を提

出します。

上田市浦里財産区特別会計決算審査意見について

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － ２ 号

上田市浦里財産区管理者
上 田 市 長

浦 里財 産区 議 会 議長

土 屋 陽 一 様

堀 部 隆 様

－9－



令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

５  意見

上田市浦里財産区特別会計歳入歳出決算書

上田市浦里財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書

上田市浦里財産区特別会計実質収支に関する調書

上田市浦里財産区財産に関する調書

されており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

  令和５年度上田市浦里財産区特別会計決算審査意見

 審査の対象

４  審査の結果

１

令 和 ５ 年 度

３  審査の方法

２

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

 審査の期間

令 和 ５ 年 度

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ

財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市浦里

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。

当年度は、前年度に引き続き歳出を上回る財政調整基金の繰入があったため、前年度

の繰越金を上回る歳入歳出差引額246万余円となりました。今後も適正な予算執行のもと

堅実な財政運営に努めてください。

保有する山林等の整備事業など財産の保全に努められていますが、自然環境の保全や

水資源の涵養といった公益的な役割を果たす貴重な資源であることから、長期的展望に

よる山林の育成と管理を望みます。

－10－



 決算の概要

財 政 調 整 基 金 11,373,624 △ 498,011 10,875,613

予 備 費 0 - 0 - 0      -

計 401,164 100.0 470,472 100.0 △ 69,308 85.3

議 会 費 136,162 33.9 133,353 28.3 2,809 102.1

総 務 費 265,002 66.1 337,119 71.7 △ 72,117 78.6

　　　年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
支出済額（A） 構成比 支出済額（B） 構成比

諸 収 入 23 0.0 20 0.0 3 115.0

計 2,864,317 100.0 2,750,644 100.0 113,673 104.1

繰 入 金 584,000 20.4 648,600 23.6 △ 64,600 90.0

繰 越 金 2,280,172 79.6 2,088,317 75.9 191,855 109.2

県 支 出 金 0 - 0 - 0 -

財 産 収 入 122 0.0 13,707 0.5 △ 13,585 0.9

 ４年度 2,751,000 2,750,644 470,472 2,280,172 100.0 17.1

比較 115,000 113,673 △ 69,308 182,981
△ 0.1 △ 3.1

（％） (104.2) (104.1) (85.3) (108.0)

歳 入 歳 出

 ５年度 2,866,000 2,864,317 401,164 2,463,153 99.9 14.0

（単位：円）

６

（単位：円・％）
 (3)　歳出款別決算状況

(単位：円・％）

区分 予 算 現 額

 (1)　歳入・歳出決算額の概要

 (2)　歳入款別決算状況

歳入決算額は、286万余円となり、前年度に比べて11万余円(4.1％)増加しました。歳出決

算額は、40万余円となり、前年度に比べて6万余円(14.7％)減少しました。

　　　 年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

歳入款別決算状況をみると、昨年度に引き続き県の補助金対象事業（造林）を行わなかった

ことから県支出金は0円となりました。繰越金は228万余円となり前年度に比べて19万余円
(9.2％)増加しました。

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について

前年度比
収入済額（A） 構成比 収入済額（B） 構成比

歳出款別決算状況をみると、総務費は26万余円となり前年度に比べて7万余円(21.4％)減少し

ました。これは、負担金、補助金及び交付金の減少が主な要因です。

（単位：円・％）

４年度（R5.5.31） 増減高 ５年度（R6.5.31）

決算額 差 引 残 額 予算現額との比較

歳入（A）　 歳出（B） (A)-(B)

－11－



　

　

※「土地の区分」は財産台帳の地目、「地積」は令和５年１月１日現在の登記地積で更正

※「山林」以外の地目の土地も現況は山林であるため、すべて山林として計上

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

0

　　　　　イ　山林
山林の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

1,803,150.23 157.59 1,803,307.82 0

　　　　　ウ　出資による権利
出資による権利の状況は、次表のとおりです。

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高

現金（財政調整基金） 11,616,438 △ 740,906 10,875,532

山　　林 1,803,150.23 157.59 1,803,307.82

（2）基金
基金の状況は、次表のとおりです。

立木（㎥）
（推定蓄積量）

34,282 12,051 46,333

※立木の推定蓄積量は、令和５年度長野県森林簿の材積

決算年度末現在高

信州上小森林組合 231,500 0 231,500

公 共 用 財 産 0

0計

0

0 2,983.39 2,983.39 0 0 0

0 298,675.82 298,675.82 0 0

山
林

山 林

保 安 林

原 野

そ の 他

0

0 226,122.00 226,122.00 0 0 0

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

1,803,150.23 △ 527,623.62 1,275,526.61 0 0

0 0 0 0 0

８　財産
（1）公有財産

ア　土地及び建物
土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分

土　　地 建　　物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

0 -

実質収支額　①-② 2,463,153 2,280,172 182,981 108.0

実質収支額のうち地方自治法第
233条の2の規定による基金繰入額 0 0 0 -

７ 実質収支

（単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 差引増減額 前年度比

-

繰越明許費繰越額 0 0 0 -

歳入歳出差引額　① 2,463,153 2,280,172 182,981 108.0

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

継続費逓次繰越額 0 0 0

事故繰越し繰越額 0 0 0 -

計 0 0

歳 入 総 額 2,864,317 2,750,644 113,673 104.1

歳 出 総 額 401,164 470,472 △ 69,308 85.3

－12－



上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － ３ 号

上田市下室賀財産区管理者

上 田 市 長

下室賀財産区議会議長

土 屋 陽 一 様

原 田 孝 彦 様

同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

下室賀財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見を

提出します。

上田市下室賀財産区特別会計決算審査意見について
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令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

　

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

当年度は、主伐及び搬出間伐等の事業を行わなかったことによる立木売払収入の皆

減などにより、歳入は941万余円（60.1％）減少しました。また前述の事業の業務委託

を行わなかったことなどから、歳出は871万余円（85.6％）減少した結果、歳入歳出差

引額は478万余円となり、前年度に比べ69万余円（12.8％）減少となりました。今後も

適正な予算執行のもと堅実な財政運営に努めてください。

保有する山林等の整備事業など財産の保全に努められていますが、自然環境の保全

や水資源の涵養といった公益的な役割を果たす貴重な資源であることから、長期的展

望による山林の育成と管理を望みます。

５  意見

上田市下室賀財産区特別会計実質収支に関する調書

上田市下室賀財産区財産に関する調書

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市下室賀

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。

されており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

  令和５年度上田市下室賀財産区特別会計決算審査意見

 審査の対象

４  審査の結果

１

令 和 ５ 年 度

３  審査の方法

２

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

 審査の期間

令 和 ５ 年 度

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ

財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

上田市下室賀財産区特別会計歳入歳出決算書

上田市下室賀財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書
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歳出（B） (A)-(B) 歳 入

６ 　決算の概要

　歳入決算額は、625万余円となり、前年度に比べて941万余円(60.1％)減少しました。

歳出決算額は、146万余円となり、前年度に比べて871万余円(85.6％)減少しました。

6,252,784 1,467,171 4,785,613 100.5 23.6

 ４年度 15,666,000 15,666,776 10,181,606 5,485,170 100.0 65.0

比較 △ 9,446,000

（単位：円・％）
 (3)　歳出款別決算状況

歳入款別決算状況をみると、令和５年度から信州上小森林組合との契約を委託料、補助金、

材木代を一括して精算する受託契約方式に変更したため、県の補助金申請も森林組合が行うこ

とから県支出金が皆減しました。財産収入は76万余円となり前年度に比べて898万余円

(92.1％)減少しました。これは、主伐及び搬出間伐等の事業の実施がなかったことによる立木

売払収入の皆減が主な要因です。

(単位：円・％）
 (1)　歳入・歳出決算額の概要

区分 予 算 現 額
決算額 差 引 残 額 予算現額との比較

歳入（A）　

 (2)　歳入款別決算状況
（単位：円・％）

歳出款別決算状況をみると、総務費は94万余円となり前年度に比べて839万余円(89.8％)減

少しました。これは、植栽・下刈り管理事業のみ行い、主伐及び搬出間伐等事業に係る業務委

託の実施がなかったことによる委託料の減少が主な要因です。

歳 出

 ５年度 6,220,000

△ 9,413,992 △ 8,714,435 △ 699,557
0.5 △ 41.4

（％） (39.7) (39.9) (14.4) (87.2)

　　　 年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
収入済額（A） 構成比 収入済額（B） 構成比

県 支 出 金 0 - 2,634,400 16.8 △ 2,634,400 皆減

財 産 収 入 767,567 12.3 9,752,490 62.3 △ 8,984,923 7.9

繰 入 金 0 - 0 - 0 -

繰 越 金 5,485,170 87.7 3,279,861 20.9 2,205,309 167.2

諸 収 入 47 0.0 25 0.0 22 188.0

計 6,252,784 100.0 15,666,776 100.0 △ 9,413,992 39.9

　　　年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
支出済額（A） 構成比 支出済額（B） 構成比

議 会 費 517,287 35.3 836,551 8.2 △ 319,264 61.8

総 務 費 949,884 64.7 9,345,055 91.8 △ 8,395,171 10.2

４年度（R5.5.31） 増減高 ５年度（R6.5.31）

財 政 調 整 基 金 4,187,709 83 4,187,792

予 備 費 0 - 0 - 0      -

計 1,467,171 100.0 10,181,606 100.0 △ 8,714,435 14.4

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について
（単位：円）
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※「土地の区分」は財産台帳の地目、「地積」は令和５年１月１日現在の登記地積で更正

７ 実質収支

（単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 差引増減額 前年度比

歳 入 総 額 6,252,784 15,666,776 △ 9,413,992 39.9

歳 出 総 額 1,467,171 10,181,606 △ 8,714,435 14.4

-

繰越明許費繰越額 0 0 0 -

歳入歳出差引額　① 4,785,613 5,485,170 △ 699,557 87.2

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

継続費逓次繰越額 0 0 0

事故繰越し繰越額 0 0 0 -

計 0 0 0 -

実質収支額　①-② 4,785,613 5,485,170 △ 699,557 87.2

実質収支額のうち地方自治法第
233条の2の規定による基金繰入額

0 0 0 -

0 400.00 400.00 0 0 0

８　財産
（1）公有財産

ア　土地及び建物
土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分

土　　地 建　　物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

0公 共 用 財 産 722.57 192.25

決算年度中増減高 決算年度末現在高

計 2,271,713.57 258.25 2,271,971.82 0 0

山
林

山 林 2,270,991.00 △ 3,500.00 2,267,491.00 0

0原 野 0 3,166.00 3,166.00 0 0

0 0

保 安 林

決算年度中増減高 決算年度末現在高

※立木の推定蓄積量は、令和５年度長野県森林簿の材積

現金（財政調整基金） 4,187,683 67 4,187,750

信州上小森林組合 288,500 0 288,500

（2）基金
基金の状況は、次表のとおりです。

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

914.82 0 0

（単位：円）

山　　林 2,270,991.00 66 2,271,057.00

立木（㎥）
（推定蓄積量）

47,157 12,432 59,589

0

　　　　　イ　山林
山林の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分 前年度末現在高

※「山林」以外の地目の土地も現況は山林であるため、すべて山林として計上

　　　　　ウ　出資による権利
出資による権利の状況は、次表のとおりです。

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高
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上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － ４ 号

上田市上室賀財産区管理者

上 田 市 長

上室賀財産区議会議長

土 屋 陽 一 様

清 水 剛 様

同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

上室賀財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見を

提出します。

上田市上室賀財産区特別会計決算審査意見について
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令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

当年度は、立木売払収入が前年度に比して168万余円減少したため、歳入歳出差引額

は89万余円減少して1,376万余円となりました。今後も適正な予算執行のもと堅実な財

政運営に努めてください。

保有する山林等の整備事業など財産の保全に努められていますが、自然環境の保全

や水資源の涵養といった公益的な役割を果たす貴重な資源であることから、引続き保

有財産の安全で適正な維持管理を行い資源保護に尽力されるよう望みます。

財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市上室賀

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。

されており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

上田市上室賀財産区財産に関する調書

５  意見

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

上田市上室賀財産区特別会計歳入歳出決算書

上田市上室賀財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書

上田市上室賀財産区特別会計実質収支に関する調書

  令和５年度上田市上室賀財産区特別会計決算審査意見

 審査の対象

４  審査の結果

１

令 和 ５ 年 度

３  審査の方法

２

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

 審査の期間

令 和 ５ 年 度

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ
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（1）　立木売払収入と補助金の歳入計上について

令和５年度から消費税の課税事業者に該当し、確定申告書が上田税務署に提出されま

した。

確定申告書によれば課税売上高が12,345,544円（税抜き）、補助金6,212,700円（課

税仕入れ等に係る特定収入）と記載されているのに対して、歳入歳出決算事項別明細書

によれば、歳入に県補助金0円、立木売払収入3,357,985円（税込）と記載されており、

相違が見られます。

委託先の事業精算書により、木材売上から①運材経費、市場手数料、販売手数料等の

諸経費と②間伐等の事業費に手数料を加算した額から補助金を控除した事業費負担金を

控除した後の精算額をもって、歳入に県補助金や立木売払収入が記載されているためで

すが、この精算書は平成８年７月長野県林務部より示された「森林造成補助事業関係規

程集」内の「受託造林事務取扱い基準（昭和54年２月１日53営林第436号、最終改正昭

和62年10月26日）」の第4　イ（ア）受託事業精算書に沿ったものとなります。

そのため、財産区が確定申告書に記載のとおり、木材の売上高や県の補助金を反映し

た歳入とし、諸経費や事業費を反映した歳出とすることにより、実態を正しく示して議

会の議決に付すことができるよう対応してください。
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 (3)　歳出款別決算状況

歳入款別決算状況をみると、令和５年度から信州上小森林組合との契約を委託料、補助金、

材木代を一括して精算する受託契約方式に変更したため、県の補助金申請も森林組合が行うこ

とから県支出金が皆減しました。財産収入は50万余円(8.0％)増加し682万余円となりました。

これは、土地貸付収入の増加が主な要因です。

（単位：円・％）

歳出款別決算状況をみると、総務費は39万余円(5.4％)減少し696万余円となりました。これ

は、令和５年度から信州上小森林組合との契約を委託料、補助金、材木代を一括して精算する

受託契約方式に変更したため、間伐事業に関して、県の補助金や立木売払収入を支出すべき委

託料と相殺して支出金額が生じなかったことが減少の主な要因です。

 (2)　歳入款別決算状況
（単位：円・％）

区分 予 算 現 額
決算額 差 引 残 額 予算現額との比較

歳入（A）　 歳出（B） (A)-(B) 歳 入 歳 出

 ５年度 15,624,000 21,702,487

△ 899,859
38.9

歳入決算額は、2,170万余円となり、前年度に比べて87万余円(3.9％)減少しました。歳出決

算額は、793万余円となり、前年度に比べて2万余円(0.3％)増加しました。

(単位：円・％）

7,938,111 13,764,376 138.9 50.8

 ４年度 22,579,000 22,580,497 7,916,262 14,664,235 100.0 35.1

比較 △ 6,955,000 △ 878,010 21,849

 (1)　歳入・歳出決算額の概要

６  決算の概要

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について
（単位：円）

４年度（R5.5.31） 増減高 ５年度（R6.5.31）

財 政 調 整 基 金 28,198,744 5,000,562 33,199,306

15.7
（％） (69.2) (96.1) (100.3) (93.9)

　　　 年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
収入済額（A） 構成比 収入済額（B） 構成比

県 支 出 金 0 - 4,032,700 17.9 △ 4,032,700 皆減

財 産 収 入 6,829,136 31.5 6,323,630 28.0 505,506 108.0

繰 入 金 0 - 0 - 0 -

繰 越 金 14,664,235 67.5 12,224,073 54.1 2,440,162 120.0

諸 収 入 209,116 1.0 94 0.0 209,022 222,463.8

計 21,702,487 100.0 22,580,497 100.0 △ 878,010 96.1

　　　年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
支出済額（A） 構成比 支出済額（B） 構成比

議 会 費 977,586 12.3 561,372 7.1 416,214 174.1

総 務 費 6,960,525 87.7 7,354,890 92.9 △ 394,365 94.6

予 備 費 0 - 0 - 0      -

計 7,938,111 100.0 7,916,262 100.0 21,849 100.3
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※「土地の区分」は財産台帳の地目、「地積」は令和５年１月１日現在の登記地積で更正

７ 実質収支

（単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 差引増減額 前年度比

歳 入 総 額 21,702,487 22,580,497 △ 878,010 96.1

歳 出 総 額 7,938,111 7,916,262 21,849 100.3

-

繰越明許費繰越額 0 0 0 -

歳入歳出差引額　① 13,764,376 14,664,235 △ 899,859 93.9

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

継続費逓次繰越額 0 0 0

事故繰越し繰越額 0 0 0 -

計 0 0 0 -

実質収支額　①-② 13,764,376 14,664,235 △ 899,859 93.9

実質収支額のうち地方自治法第
233条の2の規定による基金繰入額 0 0 0 -

８　財産
（1）公有財産

ア　土地及び建物
土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分

土　　地 建　　物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

0

0 141,213.00 141,213.00 0 0 0

0

公 共 用 財 産 1,521.62 0 1,521.62 0 0 0

山 林 8,875,270.26 △ 7,597,267.26 1,278,003.00 0 0 0

172,867.22 172,867.22

※「山林」以外の地目の土地も現況は山林であるため、すべて山林として計上

　　　　　イ　山林
山林の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

保 安 林

0

計 8,876,791.88 △ 1,022.04 8,875,769.84 0 0 0

山
林

畑

原 野 0 7,282,165.00 7,282,165.00 0

現金（財政調整基金） 28,198,744 5,000,562 33,199,306

信州上小森林組合 845,000 0 845,000

（2）基金
基金の状況は、次表のとおりです。

0 0 0

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

※立木の推定蓄積量は、令和５年度長野県森林簿の材積

　　　　　ウ　出資による権利
出資による権利の状況は、次表のとおりです。

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

山　　林 8,875,270.26 △ 1,022.04 8,874,248.22

立木（㎥）
（推定蓄積量）

113,850 44,997 158,847
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上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

東内財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見を提

出します。

上田市東内財産区特別会計決算審査意見について

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － ５ 号

上田市東内財産区管理者
上 田 市 長

東 内財 産区 議 会 議長

土 屋 陽 一 様

小 山 田 秀 士 様
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令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

　

上田市東内財産区特別会計歳入歳出決算書

上田市東内財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書

上田市東内財産区特別会計実質収支に関する調書

上田市東内財産区財産に関する調書

 審査の結果

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市東内

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ

財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

されており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

  令和５年度上田市東内財産区特別会計決算審査意見

 審査の対象１

令 和 ５ 年 度

３  審査の方法

２

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

 審査の期間

令 和 ５ 年 度

４

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

５  意見

当年度は、歳入が前年度に比べ2万余円（2.9％）減少した一方、歳出が前年度に比べ

2万余円（8.0％）増加したことから、歳入歳出差引額は前年度に比べ4万余円

（10.4％）減少となりました。今後も適正な予算執行のもと堅実な財政運営に努めてく

ださい。

保有する山林等の整備事業など財産の保全に努められていますが、自然環境の保全や

水資源の涵養といった公益的な役割を果たす貴重な資源であることから、長期的展望に

よる山林の育成と管理を望みます。

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。
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（1）　財産に関する調書の正確な作成について

① 土地台帳を閲覧したところ地番と登記地積が二重に記載されているものが数件あり

ました。土地台帳に合計欄がなく、トータルチェックがされていません。内容を精査し

て集計し、財産に関する調書に記載された土地（地積）1,033,528.13㎡と照合してくだ

さい。

② 山林について、立木の推定蓄積量の令和５年度増減及び年度末現在高がゼロとなっ

ています。長野県が管理している森林簿の写しを参考とするなど実態に即した立木の推

定蓄積量を記載してください。

（2）財産区統合等の検討

丸子地区の財産区は東内、平井、西内と３つに分かれています。いずれも上田市の丸

子地域振興課が兼務して各財産区の事務を処理し、歳入歳出決算書を作成して監査委員

の審査に付し、各財産区議会の議決を経ているため、本来の目的である当該財産区の住

民の福祉増進のための管理が円滑に行えているか懸念されます。

松食い虫被害対策として伐倒燻蒸を実施することや、間伐、植林、森林作業道の整

備、松茸山公売増収等の長期的展望に立った山林の育成と管理を行うには、３つの財産

区の統合や上田市へ統合（財産処分）することにより事務の効率化や上田市の住民の視

点から福祉増進が期待されることから検討してください。
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４年度（R5.5.31） 増減高 ５年度（R6.5.31）

財 政 調 整 基 金 1,924,485 37 1,924,522

105.4

予 備 費 0 - 0 - 0      -

計 313,017 100.0 289,816 100.0 23,201 108.0

95,000 30.3 83,000 28.6 12,000

総 務 費 218,017 69.7 206,816 71.4 11,201

　　　年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
支出済額（A） 構成比 支出済額（B） 構成比

諸 収 入 60,004 8.7 60,004 8.5 0 100.0

計 689,439 100.0 709,714 100.0 △ 20,275 97.1

繰 入 金 0 - 0 - 0 -

繰 越 金 419,898 60.9 435,674 61.4 △ 15,776 96.4

財 産 収 入 209,537 30.4 214,036 30.1 △ 4,499 97.9

　　　 年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
収入済額（A） 構成比 収入済額（B） 構成比

比較 △ 1,795,000 △ 20,275 23,201 △ 43,476
73.8 34.9

（％） (27.2) (97.1) (108.0) (89.6)

672,000 689,439 313,017 376,422 102.6 46.6

 ４年度 2,467,000 709,714 289,816 419,898 28.8 11.7

 (1)　歳入・歳出決算額の概要

６  決算の概要

(単位：円・％）

 (2)　歳入款別決算状況

114.5議 会 費

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について
（単位：円）

歳入款別決算状況をみると、財産収入は20万余円となり、前年度に比べて4千余円(2.1％)減

少しています。これは、松茸山公売収入が前年度より少し落ち込んだことが主な要因です。

歳出款別決算状況をみると、総務費は21万余円となり、前年度に比べて1万余円(5.4％)増加

しています。これは、山林管理委託料の増加が主な要因です。

（単位：円・％）
 (3)　歳出款別決算状況

歳入決算額は、68万余円となり、前年度に比べて2万余円(2.9％)減少しました。歳出決算額

は、31万余円となり、前年度に比べて2万余円(8.0％)増加しました。

（単位：円・％）

区分 予 算 現 額
決算額 差 引 残 額 予算現額との比較

歳入（A）　 歳出（B） (A)-(B) 歳 入 歳 出

 ５年度
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雑 種 地

保 安 林

その他の権限に
よるもの

0.00

分　収 0.00

0

　　　　　イ　山林
山林の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

土地の権利の区分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

計 1,033,528.13 0 1,033,528.13 0

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

現金（財政調整基金） 1,924,485 37 1,924,522

（2）基金
基金の状況は、次表のとおりです。

所　有 563,533.13 0.00 563,533.13

計 563,533.13 0.00 563,533.13

0.00 0.00

0.00 0.00

0

0

563,533.13 0 563,533.13 0 0 0

0

0

232,739.00 0 232,739.00 0 0 0

607.00 0 607.00 0 0

公 共 用 財 産 0 0 0 0 0

236,649.00 0 236,649.00 0 0

山 林

原 野

８　財産
（1）公有財産

ア　土地及び建物
土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分

土　　地 建　　物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

0 -

実質収支額　①-② 376,422 419,898 △ 43,476 89.6

実質収支額のうち地方自治法第
233条の2の規定による基金繰入額

0 0 0 -

-

繰越明許費繰越額 0 0 0 -

歳入歳出差引額　① 376,422 419,898 △ 43,476 89.6

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

継続費逓次繰越額 0 0 0

事故繰越し繰越額 0 0 0 -

計 0 0

歳 入 総 額 689,439 709,714 △ 20,275 97.1

歳 出 総 額 313,017 289,816 23,201 108.0

７ 実質収支

（単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 差引増減額 前年度比
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上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

平井財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見を提

出します。

上田市平井財産区特別会計決算審査意見について

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － ６ 号

上田市平井財産区管理者
上 田 市 長

平 井財 産区 議 会 議長

土 屋 陽 一 様

竹 花 隆 生 様
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令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

  令和５年度上田市平井財産区特別会計決算審査意見

 審査の対象１

令 和 ５ 年 度

３  審査の方法

２

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

 審査の期間

令 和 ５ 年 度

上田市平井財産区特別会計歳入歳出決算書

上田市平井財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書

上田市平井財産区特別会計実質収支に関する調書

上田市平井財産区財産に関する調書

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市平井

４

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

されており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

 審査の結果

当年度は、松茸山公売収入が前年度に比べ3万余円（9.9％）の減少となりました

が、繰越金が前年度に比べ10万余円（9.2％）増加したことなどから、歳入は前年度に

比べ7万余円（5.1％）増加し、153万余円となりました。歳出は、議員選挙費用として

の繰出金が皆減したことなどから、前年度に比べ5万余円（28.0％）減少し15万余円と

なりました。この結果、歳入歳出差引額は13万余円（10.7％）増加して138万余円とな

りました。今後も適正な予算執行のもと堅実な財政運営に努めてください。

保有する山林等の整備事業など財産の保全に努められていますが、自然環境の保全

や水資源の涵養といった公益的な役割を果たす貴重な資源であることから、引続き保

有財産の安全で適正な維持管理を行い資源保護に尽力されるよう望みます。

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。

５  意見
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（1）財産に関する調書の正確な作成について

① 土地台帳に合計欄がないため、登記地積を集計したところ、（同一地番同一地積の

記載分を除く）668,011.09㎡となり、財産に関する調書に記載された土地（地積）

710,093.14㎡と42,082.05㎡だけ差異があります。原因を精査されて一致するようにし

てください。

② 山林について、立木の推定蓄積量の令和５年度増減及び年度末現在高がゼロとなっ

ています。長野県が管理している森林簿の写しを参考とするなど実態に即した立木の推

定蓄積量を記載してください。

（2）財産区統合等の検討

丸子地区の財産区は平井、東内、西内と３つに分かれています。いずれも上田市の丸

子地域振興課が兼務して各財産区の事務を処理し、歳入歳出決算書を作成して監査委員

の審査に付し、各財産区議会の議決を経ているため、本来の目的である当該財産区の住

民の福祉増進のための管理が円滑に行えているか懸念されます。

松食い虫被害対策として伐倒燻蒸を実施することや、間伐、植林、森林作業道の整

備、松茸山公売増収等の長期的展望に立った山林の育成と管理を行うには、３つの財産

区の統合や上田市へ統合（財産処分）することにより事務の効率化や上田市の住民の視

点から福祉増進が期待されることから検討してください。
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４年度（R5.5.31） 増減高 ５年度（R6.5.31）

財 政 調 整 基 金 2,866,740 57 2,866,797

予 備 費 0 - 0 - 0      -

計 152,737 100.0 212,166 100.0 △ 59,429 72.0

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について
（単位：円）

議 会 費 144,000 94.3 155,129 73.1 △ 11,129 92.8

総 務 費 8,737 5.7 57,037 26.9 △ 48,300 15.3

計 1,537,013 100.0 1,463,109 100.0 73,904 105.1

　　　年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
支出済額（A） 構成比 支出済額（B） 構成比

歳入款別決算状況をみると、財産収入は28万余円となり、前年度に比べて3万余円(9.9％)減

少しています。これは、松茸山公売収入の減少が主な要因です。繰越金は125万余円となり、

前年度に比べて10万余円(9.2％)増加しました。

繰 越 金 1,250,943 81.4 1,145,540 78.3 105,403 109.2

諸 収 入 13 0.0 12 0.0 1 108.3

財 産 収 入 286,057 18.6 317,557 21.7 △ 31,500 90.1

繰 入 金 0 - 0 - 0 -

　　　 年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
収入済額（A） 構成比 収入済額（B） 構成比

7.7

比較 △ 1,222,000 73,904 △ 59,429 133,333
46.6 2.2

（％） (55.8) (105.1) (72.0) (110.7)

６  決算の概要

 (2)　歳入款別決算状況

 ５年度 1,544,000 1,537,013 152,737 1,384,276 99.5

差 引 残 額 予算現額との比較

歳入（A）　 歳出（B） (A)-(B) 歳 入

 (3)　歳出款別決算状況

（単位：円・％）

 (1)　歳入・歳出決算額の概要
(単位：円・％）

歳入決算額は、153万余円となり、前年度に比べて7万余円(5.1％)増加しました。歳出決算

額は、15万余円となり、前年度に比べて5万余円(28.0％)減少しました。

（単位：円・％）

歳出款別決算状況をみると、総務費は8千余円となり、前年度に比べて4万余円(84.7％)減少

しました。これは、議員選挙費用としての繰出金の皆減が主な要因です。

9.9

 ４年度 2,766,000 1,463,109 212,166 1,250,943 52.9

区分 予 算 現 額
決算額

歳 出
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現金（財政調整基金） 2,866,740 57 2,866,797

（2）基金
基金の状況は、次表のとおりです。

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

その他の権限に
よるもの

0.00 0.00 0.00

計 764,332.00 0.00 764,332.00

所　有 709,399.00 0.00 709,399.00

分　収 54,933.00 0.00 54,933.00

　　　　　イ　山林
山林の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

土地の権利の区分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

計 710,093.14 0 710,093.14 0 0 0

公 共 用 財 産 0 0 0 0 0

0山 林 709,399.00 0 709,399.00 0 0

0

宅 地 694.14 0 694.14 0 0 0

８　財産
（1）公有財産

ア　土地及び建物
土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分

土　　地 建　　物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

0 -

実質収支額　①-② 1,384,276 1,250,943 133,333 110.7

実質収支額のうち地方自治法第
233条の2の規定による基金繰入額

0 0 0 -

-

繰越明許費繰越額 0 0 0 -

歳入歳出差引額　① 1,384,276 1,250,943 133,333 110.7

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

継続費逓次繰越額 0 0 0

事故繰越し繰越額 0 0 0 -

計 0 0

歳 入 総 額 1,537,013 1,463,109 73,904 105.1

歳 出 総 額 152,737 212,166 △ 59,429 72.0

７ 実質収支

（単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 差引増減額 前年度比
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上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － ７ 号

上田市西内財産区管理者
上 田 市 長

西 内財 産区 議 会 議長

土 屋 陽 一 様

齋 藤 一 生 様

同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

西内財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見を提

出します。

上田市西内財産区特別会計決算審査意見について
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令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

　

  令和５年度上田市西内財産区特別会計決算審査意見

１

令 和 ５ 年 度

当年度は、財産収入が前年度に比べ2万余円（19.3％）の増加となりましたが、繰入

金が前年度に比べ30万円（33.3％）減少したことなどから、歳入は前年度に比べ18万

余円（9.5％）減少し、173万余円となりました。歳出は、赤岩用水路修繕工事負担金

と議員選挙費用としての繰出金が皆減したことなどから、前年度に比べ16万余円

（17.7％）減少し76万余円となりました。この結果、歳入歳出差引額は1万余円

（1.8％）減少して96万余円となりました。今後も適正な予算執行のもと堅実な財政運

営に努めてください。

保有する山林等の整備事業など財産の保全に努められていますが、自然環境の保全

や水資源の涵養といった公益的な役割を果たす貴重な資源であることから、引続き保

有財産の安全で適正な維持管理を行い資源保護に尽力されるよう望みます。

令 和 ５ 年 度

上田市西内財産区特別会計歳入歳出決算書

上田市西内財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書

財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。

４  審査の結果

３  審査の方法

 審査の対象

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市西内

上田市西内財産区特別会計実質収支に関する調書

上田市西内財産区財産に関する調書

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

されており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

 意見

２

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

 審査の期間

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ

５
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（1）財産に関する調書の正確な作成について

① 土地台帳に合計欄がなく、トータルチェックがされていません。内容を精査して集

計し、財産に関する調書に記載された土地（地積）896,916.95㎡と照合してください。

② 公有財産（1）土地及び建物の区分に山林896,916.95㎡と記載されています。土地

台帳によれば地目に原野や保安林が含まれていることから区分記載してください。な

お、現況が山林であれば、内容が理解できるように表を見直しされて説明を加える等、

明瞭表示してください。

③ 山林について、立木の推定蓄積量の令和５年度増減及び年度末現在高がゼロとなっ

ています。長野県が管理している森林簿の写しを参考とするなど実態に即した立木の推

定蓄積量となるよう検討してください。

（2）財産区統合等の検討

丸子地区の財産区は西内、東内、平井と３つに分かれています。いずれも上田市の丸

子地域振興課が兼務して各財産区の事務を処理し、歳入歳出決算書を作成して監査委員

の審査に付し、各財産区議会の議決を経ているため、本来の目的である当該財産区の住

民の福祉増進のための管理が円滑に行えているか懸念されます。

松食い虫被害対策として伐倒燻蒸を実施することや、間伐、植林、森林作業道の整

備、松茸山公売増収等の長期的展望に立った山林の育成と管理を行うには、３つの財産

区の統合や上田市へ統合（財産処分）することにより事務の効率化や上田市の住民の視

点から福祉増進が期待されることから検討してください。
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４年度（R5.5.31） 増減高 ５年度（R6.5.31）

財 政 調 整 基 金 58,594,630 △ 598,915 57,995,715

予 備 費 0 - 0 - 0      -

計 769,331 100.0 934,237 100.0 △ 164,906 82.3

歳出款別決算状況をみると、総務費は62万余円となり、前年度に比べて16万余円(21.0％)減
少しています。これは、赤岩用水路修繕工事負担金と議員選挙費用としての繰出金の皆減が主
な要因です。

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について

議 会 費 149,000 19.4 149,000 15.9 0 100.0

総 務 費 620,331 80.6 785,237 84.1 △ 164,906 79.0

計 1,736,692 100.0 1,919,338 100.0 △ 182,646 90.5

　　　年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
支出済額（A） 構成比 支出済額（B） 構成比

66.7

繰 越 金 985,101 56.7 866,246 45.1 118,855 113.7

諸 収 入 6 0.0 26,005 1.4 △ 25,999 0.0

 ４年度

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
収入済額（A） 構成比 収入済額（B） 構成比

3,613,000 1,919,338 934,237 985,101 53.1 25.9

比較 △ 1,852,000 △ 182,646 △ 164,906 △ 17,740
45.5 17.8

（％） (48.7) (90.5) (82.3) (98.2)

（単位：円）

（単位：円・％）

歳入款別決算状況をみると、財産収入は15万余円となり、松茸山公売収入が前年度より少し
回復したことなどにより前年度に比べて2万余円(19.3％)増加しました。財政調整基金からの
繰入金は60万円となり、前年度に比べて30万円（33.3％)減少しました。

（単位：円・％）
 (2)　歳入款別決算状況

　　　 年   度

款　　別

 (3)　歳出款別決算状況

財 産 収 入 151,585 8.7 127,087 6.6 24,498 119.3

繰 入 金 600,000 34.6 900,000 46.9 △ 300,000

歳入決算額は、173万余円となり、前年度に比べて18万余円(9.5％)減少しました。歳出決算

額は、76万余円となり、前年度に比べて16万余円(17.7％)減少しました。

６  決算の概要

区分 予 算 現 額
決算額 差 引 残 額 予算現額との比較

歳入（A）　

 (1)　歳入・歳出決算額の概要
(単位：円・％）

歳 出

43.7 ５年度 1,761,000 1,736,692 769,331 967,361 98.6

歳出（B） (A)-(B) 歳 入

－35－



　

　

現金（財政調整基金） 58,594,630 △ 598,915 57,995,715

（2）基金
基金の状況は、次表のとおりです。

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

その他の権限に
よるもの

0.00 0.00 0.00

計 956,958.95 0.00 956,958.95

所　有 896,916.95 0.00 896,916.95

分　収 60,042.00 0.00 60,042.00

　　　　　イ　山林
山林の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

土地の権利の区分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

0

計 896,916.95 0 896,916.95 0 0 0

山 林 896,916.95 0 896,916.95 0 0

0

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

公共用財産 0 0 0 0 0

８　財産
（1）公有財産

ア　土地及び建物
土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分

土　　地 建　　物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

0 -

実質収支額　①-② 967,361 985,101 △ 17,740 98.2

実質収支額のうち地方自治法第
233条の2の規定による基金繰入額

0 0 0 -

-

繰越明許費繰越額 0 0 0 -

歳入歳出差引額　① 967,361 985,101 △ 17,740 98.2

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

継続費逓次繰越額 0 0 0

事故繰越し繰越額 0 0 0 -

計 0 0

歳 入 総 額 1,736,692 1,919,338 △ 182,646 90.5

歳 出 総 額 769,331 934,237 △ 164,906 82.3

７ 実質収支

（単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 差引増減額 前年度比
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上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － ８ 号

上田市長財産区管理者
上 田 市 長

長 財 産 区 議 会 議 長

土 屋 陽 一 様

松 尾 隆 様

同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

長財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見を提出

します。

上田市長財産区特別会計決算審査意見について
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令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ

５  意見

 審査の結果

当年度は、歳入歳出差引額が10万余円となりました。財産収入は利子収入のみで、

歳出を財政調整基金の繰入金に依存しており、同基金残高は30万9千円減の553万4千

円（出納整理期間後は30万4千円減の523万円）です。

今年度も昨年度に引き続き、財政調整基金を活用し、地域からの要望によるＬＥＤ

ハンドランプを長地区11自治会へ配布し、公民館や避難所に置き、災害対応や防犯用

として活用していただいているとのことですので、今後も財産区の基本原則である住

民の福祉増進のため、計画的な基金の活用事業の実施を望みます。

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。

４

（1）長財産区では独自の不動産等は所有せず、上田市東御市真田共有財産組合から

の分配金があれば、40％の分配を受ける権利を有していると伺いました。内容を確認

されて、財産に関する調書の出資による権利に「上田市東御市真田共有財産組合分配

金40％配分権（仮称）」として記載する必要性の可否を検討してください。

  令和５年度上田市長財産区特別会計決算審査意見

 審査の対象１

令 和 ５ 年 度

３  審査の方法

２

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

 審査の期間

令 和 ５ 年 度

上田市長財産区特別会計歳入歳出決算書

上田市長財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書

上田市長財産区特別会計実質収支に関する調書

上田市長財産区財産に関する調書

財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市長

されており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

－38－



財 政 調 整 基 金 5,534,372 △ 303,890 5,230,482

諸 支 出 金 145,200 55.4 114,950 49.7 30,250 126.3

４年度（R5.5.31） 増減高 ５年度（R6.5.31）

予 備 費 0 - 0 - 0      -

計 262,340 100.0 231,326 100.0 31,014 113.4

議 会 費 114,500 43.6 114,500 49.5 0 100.0

総 務 費 2,640 1.0 1,876 0.8 764 140.7

計 370,940 100.0 293,154 100.0 77,786 126.5

　　　年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
支出済額（A） 構成比 支出済額（B） 構成比

61,828 16.7 44,038 15.0 17,790 140.4

諸 収 入 2 0.0 0 - 2 皆増

293,154 231,326 61,828 111.9 88.3

比較 60,000 77,786 31,014 46,772
3.3 △ 6.8

（％） (122.9) (126.5) (113.4) (175.6)

 (1)　歳入・歳出決算額の概要
(単位：円・％）

６  決算の概要

前年度比
収入済額（A） 構成比 収入済額（B） 構成比

区分 予 算 現 額
決算額 差 引 残 額 予算現額との比較

歳入（A）　 歳出（B） (A)-(B) 歳 入 歳 出

 ５年度 322,000 370,940 262,340 108,600 115.2 81.5

 ４年度 262,000

85.0 60,000 124.1

財 産 収 入

（単位：円・％）
　　　 年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

110 0.0 116

繰 越 金

 (3)　歳出款別決算状況

歳入款別決算状況をみると、財政調整基金からの繰入金が30万余円となり、前年度に比べ

て6万円(24.1％)増加しました。

 (2)　歳入款別決算状況

（単位：円・％）

歳入決算額は、37万余円となり、前年度に比べて7万余円(26.5％)増加しました。歳出決算

額は、26万余円となり、前年度に比べて3万余円(13.4％)増加しました。

歳出款別決算状況をみると、議会費11万余円は議員報酬であり、総務費2千余円は財政調整

基金利子の積立金等です。諸支出金は、14万余円となり、前年度に比べ3万余円（26.3％）増

加しました。これは、地域住民の福祉向上のための事業としての備品購入費の増加によるも

のです。

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について
（単位：円）

0.0 △ 6 94.8

繰 入 金 309,000 83.3 249,000
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現金（財政調整基金） 5,843,372 △ 308,890 5,534,482

（2）基金
基金の状況は、次表のとおりです。

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

計 0 0 0

所　有 0 0 0

　　　　　イ　山林
山林の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

0

計 0 0 0 0 0 0

山 林 0 0 0 0 0

0

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

公共用財産 0 0 0 0 0

８　財産
（1）公有財産

ア　土地及び建物
土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分

土　　地 建　　物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

0 -

実質収支額　①-② 108,600 61,828 46,772 175.6

実質収支額のうち地方自治法第
233条の2の規定による基金繰入額

0 0 0 -

-

繰越明許費繰越額 0 0 0 -

歳入歳出差引額　① 108,600 61,828 46,772 175.6

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

継続費逓次繰越額 0 0 0

事故繰越し繰越額 0 0 0 -

計 0 0

歳 入 総 額 370,940 293,154 77,786 126.5

歳 出 総 額 262,340 231,326 31,014 113.4

７ 実質収支

（単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 差引増減額 前年度比
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上田市監査委員 東　方　久　男

土　屋　勝　浩同

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和５年度上田市

武石財産区特別会計歳入歳出決算及び附属書類を審査したので、次のとおり意見を提

出します。

上田市武石財産区特別会計決算審査意見について

令 和 ６ 年 11 月 21 日

６ 監 第 103 － ９ 号

上田市武石財産区管理者
上 田 市 長

武 石財 産区 議 会 議長

土 屋 陽 一 様

近 藤 利 男 様
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令和６年７月25日から令和６年11月14日まで

れており、その計数は関係諸帳簿と符合して正確であると認められました。

上田市武石財産区特別会計歳入歳出決算書

上田市武石財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細書

上田市武石財産区特別会計実質収支に関する調書

上田市武石財産区財産に関する調書

歳入は間伐材売払代金が前年度に比して72万余円減の715万余円となり、また繰越金

が758万余円減少して815万余円となったため、839万余円減少しました。歳出は財政調

整基金積立金を前年度に比して1,453万円減少して500万円とした一方、公課費が374万

余円（皆増）となったため、1,011万余円減少しました。その結果、歳入歳出差引額は

987万余円となりました。松茸山公売収入や間伐材売払収入などにより安定した財政運

営が続いています。

保有する山林等の整備事業など財産の保全に努められていますが、自然環境の保全

や水資源の涵養といった公益的な役割を果たす貴重な資源であることから、引続き保

有財産の安全で適正な維持管理を行い資源保護に尽力されるよう望みます。

書、財産に関する調書について、計数が正確であるか、また、法令に準拠して作成さ

財産区特別会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

審査にあたっては、上田市監査基準に従い、提出された令和５年度上田市武石

　また、財務監査（定期）の結果も含めて、ここで記載しています。

れているかについて、例月現金出納検査の結果も確認し、審査を行いました。

  令和５年度上田市武石財産区特別会計決算審査意見

 審査の対象１

令 和 ５ 年 度

３  審査の方法

２

令 和 ５ 年 度

令 和 ５ 年 度

 審査の期間

令 和 ５ 年 度

４  審査の結果

審査に付された歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成さ

５  意見
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（1）財産に関する調書の正確な作成について

　公有財産（1）土地及び建物の区分に山林12,343,536.85㎡と記載されています。

財産台帳によれば地目に原野や保安林が多数含まれていることから区分記載してくださ

い。現況が山林であれば、内容が理解できるように表を見直しされて説明を加える等、

明瞭表示してください。

また、権利の区分が所有ではない分収については、除いて記載すべきと思われますの

で検討してください。

（2）区有林売払収入等の歳入歳出計上について

① 歳入歳出決算事項別明細書によれば、歳入に財産区有林売払収入7,154,960円（予算

現額920,000円）と記載されており、予算の精度向上を求めます。

② 委託先の信州の森林づくり事業精算書を集計したところ、木材売上が28,855,071

円、売上原価（役務費）が10,118,277円、事業費（役務費）が27,573,154円、県補助金

が15,991,320円で事業利益7,154,960円となり、事業利益が歳入に計上した財産区有林売

払収入と一致します。事業精算書に記載のとおり、木材の売上高や県の補助金を反映し

た歳入とし、役務費（売上原価や事業費）を反映した歳出とすることにより、実態を正

しく示して議会の議決に付すことが大切です。委託先の事業精算書は平成８年７月長野

県林務部より示された「森林造成補助事業関係規程集」内の「受託造林事務取扱い基準

（昭和54年２月１日53営林第436号、最終改正昭和62年10月26日）」の第4 イ（ア）受

託事業精算書に沿ったものとなりますので、財産区で実態を正しく示して議決に付すこ

とができるよう対応してください。消費税の課税売上高や県補助金と符合することに留

意すべきです。

（3）武石地域の福祉と環境、自然保護の貢献について

令和５年度末の財政調整基金が前年度から5,000,000円増加して72,201,500円となりま

した。取崩しがありません。武石地域の通信環境の基盤整備や遊歩道・自転車やバイク

通路にも活用できる森林作業道の整備、美ヶ原高原の自然保護等の事業の一部に活用す

るため、武石財産区から上田市の一般会計に拠出して、上田市の事業として行う等、有

効活用となるように検討してください。
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 (1)　歳入・歳出決算額の概要
(単位：円・％）

103.3議 会 費

50.5

119,000 1.1 115,167 0.6 3,833

６  決算の概要

（単位：円・％）
 (3)　歳出款別決算状況

歳入款別決算状況をみると、財産収入が1,194万余円となり、前年度に比べて93万余円
(7.3％)減少しました。これは財産区有林売払収入の減少が主な要因です。繰越金は815万余円

となり、前年度に比べて758万余円（48.2％）減少しました。

区分 予 算 現 額
決算額 差 引 残 額 予算現額との比較

歳入（A）　 歳出（B） (A)-(B) 歳 入 歳 出

 ５年度 14,093,000 20,324,531 10,450,033

 (2)　歳入款別決算状況

歳入決算額は、2,032万余円となり、前年度に比べて839万余円(29.2％)減少しました。歳出

決算額は、1,045万余円となり、前年度に比べて1,011万余円(49.2％)減少しました。

　　　 年   度

款　　別

（単位：円・％）

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
収入済額（A） 構成比 収入済額（B） 構成比

9,874,498 144.2 74.2

 ４年度 21,705,000 28,718,678 20,565,809 8,152,869 132.3 94.8

比較 △ 7,612,000 △ 8,394,147 △ 10,115,776 1,721,629
11.9 △ 20.6

（％） (64.9) (70.8) (50.8) (121.1)

0.3 135,598 254.7

繰 越 金 8,152,869 40.1 15,742,795 54.8 △ 7,589,926 51.8

使用料及び手数料 223,230 1.1 87,632

財 産 収 入 11,948,328 58.8 12,888,091 44.9 △ 939,763 92.7

諸 収 入 104 0.0 160 0.0 △ 56 65.0

計 20,324,531 100.0 28,718,678 100.0 △ 8,394,147 70.8

　　　年   度

款　　別

令和５年度 令和４年度 差引額
（A）－（B）

前年度比
支出済額（A） 構成比 支出済額（B） 構成比

10,331,033 98.9 20,450,642 99.4 △ 10,119,609

予 備 費 0 - 0 - 0

総 務 費

67,201,500 5,000,000 72,201,500

-

計 10,450,033 100.0 20,565,809 100.0 △ 10,115,776 50.8

４年度（R5.5.31） 増減高 ５年度（R6.5.31）

 (4)　基金の現在高（出納整理期間後）について
（単位：円）

歳出款別決算状況をみると、総務費は1,033万余円となり前年度に比べて1,011万余円

(49.5％)減少しました。これは、財政調整基金への積立金の減少が主な要因です。

財 政 調 整 基 金
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７ 実質収支

（単位：円・％）

区分 令和５年度 令和４年度 差引増減額 前年度比

歳 入 総 額 20,324,531 28,718,678 △ 8,394,147 70.8

歳 出 総 額 10,450,033 20,565,809 △ 10,115,776 50.8

-

繰越明許費繰越額 0 0 0 -

歳入歳出差引額　① 9,874,498 8,152,869 1,721,629 121.1

翌年度
へ繰越
すべき
財源②

継続費逓次繰越額 0 0 0

事故繰越し繰越額 0 0 0 -

計 0 0 0 -

実質収支額　①-② 9,874,498 8,152,869 1,721,629 121.1

実質収支額のうち地方自治法第
233条の2の規定による基金繰入額 0 0 0 -

公共用財産 0 0 0 0 0

８　財産
（1）公有財産

ア　土地及び建物
土地及び建物の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎡）

区　　分

土　　地 建　　物

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

0

12,343,490.85 46.00 12,343,536.85 0 0 0

決算年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

0

　　　　　イ　山林
山林の状況は、次表のとおりです。

（単位：㎥）

計 12,343,490.85 46.00 12,343,536.85 0 0

（単位：㎡）

山 林

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

現金（財政調整基金） 67,201,500 5,000,000 72,201,500

信州上小森林組合 100,000 0 100,000

（2）基金
基金の状況は、次表のとおりです。

※立木の推定蓄積量は、令和５年度長野県森林簿の材積

　　　　　ウ　出資による権利
出資による権利の状況は、次表のとおりです。

（単位：円）

区　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

所 有 10,217,522.85 46.00 10,217,568.85 255,655 9,608 265,263

区　　分

面積 立木の推定蓄積量

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

55,193分 収 2,125,968.00 0.00 2,125,968.00 46,132 9,061

0

計 12,343,490.85 46.00 12,343,536.85 301,787 18,669 320,456

0.00 0.00 0.00 0 0
その他の権限に

よるもの
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